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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
10
人
で
し
た
。

次
の
定
例
会
は
12
月
２
日
開
会
の
予
定
で
す
。

　
大
勢
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
年
ぶ
り
に
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
新
人
議
員
２

人
を
迎
え
、
新
体
制
で
の
初
の
編
集

作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
ー
マ

ン
は
７
回
目
と
な
り
、
今
回
は
同
郷

の
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
若

い
２
人
を
中
心
に
「
山
笑
う
」
よ
う

地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
円
安
、
物
価
高
と
厳
し
い
経
済
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
政
に
対
す

る
皆
さ
ま
の
お
声
を
で
き
る
だ
け
多

く
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
委
員
一
同
一
丸
と
な

っ
て
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

《
箭
野
》

136
号
か
ら
活
発
な
女
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、道
家
里
佳
さ
ん
、岩
佐
恵
美
さ
ん
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
　
　  

　山
笑
ふ
横
畠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
: 

於

136
号
か
ら
活
発
な
女
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、道
家
里
佳
さ
ん
、岩
佐
恵
美
さ
ん
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
　
　  

　山
笑
ふ
横
畠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
: 

於

編

集

・

発

行

責

任

者

議

会

広

報

常

任

委

員

会

議

　
　
長

高

　
橋

　
丈

　
一

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

委
　
　
　
員

委
　
　
　
員

箭

　
野

　
久

　
美

森

　
下

　
安

　
志

小

　
田

　
範

　
博

上

岡

千

世

子

 

小

　
田

　
壮

　
一
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９月定例会９月定例会９月定例会

２Ｐ

６Ｐ

16Ｐ

農業用肥料等高騰対策給付金など

使い道を徹底検証（決算審議）
道路・農林・観光行政など6人が問う（一般質問）

農業用肥料等高騰対策給付金など

使い道を徹底検証（決算審議）
道路・農林・観光行政など6人が問う（一般質問）

令和4年度一般会計補正予算5億9709万円令和4年度一般会計補正予算5億9709万円

議会だより OCHI TOWN議会だより OCHI TOWN

今日の主役は

私たち
 　 9/10（3面参照）

今日の主役は

私たち
 　 9/10（3面参照）

142142

Emi：地元の料理が達者な人が主
になって田舎料理を作り、地域の人に振る
舞う「お食事会」を月1回していただいています。
Rika：宿泊業務はこの夏は繁盛しました。喫
茶店はコロナで臨時閉鎖した時期があり
ましたが、憩いの場になってきている
と思います。コインランドリー
は大変便利と人気です。

活　動

Emi：実家が大好きです。佐川から
車で来るときの景観が気になってます。
とくに道路に落ちている枝とか…。
Rika：山と緑のある越知の空気が大好きで
す。定期的に道づくりなどやっていますが、
高齢化と人口減少で、手が足りなくなっ
て、道がなくなり、景観も悪くなっ
てきました。とても残念に
思っています。

越知の山が大好き

Rika：横畠清水の出身です。県外
でホテルに勤務していました。帰郷後、
支援員になって1年たちました。
Emi：私も清水です。佐川町へ嫁ぎましたが、
運動会やイベントの度に帰ってまして、
お手伝いしていました。10カ月
が経ちました。

私たち同級生

Rika：役員でもある父や前任者と
も話をしています。継続できるもの、不
要なもの、手を広げるのかなど、年内にき
ちんと話し合いたいと考えています。
Emi：料理はあまり得意でないため、自宅
で練習し喫茶店で披露するというかた
ちです。ふれあいの場になり続け
ていきたいと思っています。

自立運営に向けて
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補正予算 ピックアップ一般
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４
年
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会

3年度決算
財政調整基金の取り崩しが
なくなる
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4年度補正予算
ピックアップ

農業用肥料等高騰対策など

議会ですこんにちは

連載：Active Woman⑦

議案質疑

6人が一般質問
道路・農林・観光行政など
広域議会

決算審査会
使い道を徹底検証

臨時会
マイナンバーカード
窓口を2人増やす

トイレ改修工事（女川・3区・８区）
10区児童公園園路拡幅工事
児童公園木製遊具設置工事
　　　　　　　　　　（3区・８区）

３
・
８
区
児
童
公
園
ほ
か

公
園
・
環
境
整
備

4014
　　　万円

越
知
町
・
滝
上
町
両
校
の
小
学
校
５
・
６
年
生
が
、
滝
上
町

で
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
（
ス
キ
ー
・
そ
り
・
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
）
な
ど
の
体
験
を
と
お
し
交
流
を
深
め
る
。

滝上町児童交流
教育対策 852

　　　万円

平成25年度から児童交流始まる

農業用肥料等高騰対策
農業振興 2334

　　　万円

 

９
月
定
例
会
は
、
９
日
か
ら
14
日
ま
で
開
き
、
３
年
度
各
会
計
決
算
９
件
を
全
会
一
致
で
認
定
、

４
年
度
補
正
予
算
な
ど
10
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

 
一
般
質
問
【
16
面
か
ら
】
は
６
人
が
道
路
・
農
林
・
観
光
行
政
な
ど
の
町
政
課
題
に
つ
い
て
執
行

部
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
５
億
9709
万
円

町内に住所を有し、農業を継続している農業者に、令和4年分肥料
価格高騰にかかる費用の一部を予算の範囲内で給付する。
（購入費の15％以内で補助金上限額20万円）

【
12
面
に
関
連
記
事
】

2023春放送予定
の連続テレビ小説
「らんまん」の舞台
として注目が集ま
る横倉山

52億9712万円
2億7159万円
7億6894万円
11億556万円
1億1914万円
9257万円
9049万円

5億9709万円
491万円
768万円
107万円
184万円
5257万円
1880万円

下 水 道
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
横倉山自然の森博物館

会計名
一 般 会 計

簡 易 水 道 事 業

補正額 総額 賛否

賛成全員

特
別
会
計

４年度補正予算４年度補正予算

今号の表紙

9月10日に、「今日の主役は私たち～エンジョイ・サ
ポート・イノベーション」をスローガンに掲げ、中
学校体育祭が開催されました。



町債（借金）残額61億7621万円

　　　　　 （対前年8693万円の減）

基金（預金）残金21億7810万円

　　　　　 （対前年4042万円の増）

　
３
年
度
の
各
会
計
決
算
と

基
金
の
運
用
状
況
は
、
９
月

定
例
会
で
審
議
し
、
全
て
の

会
計
を
全
会
一
致
で
認
定
し

ま
し
た
。

　【
審
議
内
容
は
６
〜
９
面
】

一 般 会 計 57億2122万円
1億8423万円
7億2141万円
11億3665万円
1億1599万円

21万円
38万円

7409万円
8832万円

80億4250万円

55億8388万円
1億7840万円
7億1525万円
10億6911万円
1億1415万円

21万円
38万円

7409万円
8604万円

78億2151万円
簡易水道事業会計

合　計

3年度会計別決算額

下 水 道
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後期高齢者医療
土 地 取 得
蚕 糸 資 料 館
横倉山自然の森博物館

会計名 歳 入 歳 出

特
別
会
計

一
般
会
計

　前
年
度
に
比
べ
て
、歳
入
で

3
6
5
4
万
円（
対
前
年
0
・

6

％
）の

増

額
、歳

出

で

7
2
5
3
万
円（
対
前
年
1
・

3
％
）の
減
額
と
な
っ
た
。

　歳
入
で
は
、町
税
は
76
万
円

（
対
前
年
0
・
2
％
）の
微
減
。

増
減
額
の
大
き
い
も
の
は
、地

方
交
付
税
1
億
8
5
6
9
万

円（
7
・
8
％
）の
増
、国
庫
支

出
金
2
億
22
万
円（
16
・
0
％
）、

繰
入
金
4
1
7
3
万
円（
25
・

2
％
）、寄
付
金
3
8
8
3
万

円（
24
・
7
％
）の
減
で
あ
る
。

　歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費

の
う
ち
扶
助
費
が
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
の
実
施
な

ど
に
よ
り
、
1
億
2
1
8
2

 
３
年
度
決
算

 

３
年
度
決
算

３
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
55
億
8388
万
円

タブレットの利用状況の説明を受ける監査委員（小学校）

な
っ
た
。

　財
源
不
足
を
補
填
す
る
た

め
、
平
成
30
年
度
か
ら
3
年

連
続
し
て
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
い
た
が
、
3
年

度
は
取
り
崩
し
が
な
く
な
り
、

町
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な

ど
の
公
債
費
償
還
に
充
て
る

た
め
、
減
債
基
金
に
1
億

2
8
7
9
万
円
の
積
み
立
て

を
す
る
な
ど
の
努
力
が
見
ら

基
準
を
下
回
り『
健
全
』

　
３
年
度
決
算
の
財
政
健
全

化
判
断
と
公
営
企
業
の
経
営

健
全
化
判
断
は
、い
ず
れ
も

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、赤
字
や
資
金
不
足
は
生

じ
て
い
な
い
。

　
今
後
も
財
政
状
況
は
厳
し

く
、数
値
が
悪
化
し
な
い
よ

う
慎
重
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

町
財
政
の
健
康
診
断

（４年３月末現在人口5209人）

 

財政の健全化判断

経営健全化判断

指　標
実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率
赤字なし
赤字なし
8.5％
20.3％

早期健全化基準
15.0％
20.0％
25.0％
350.0％

簡易水道
下 水 道

会計名 資金不足
比　　率

健全化
基　準

不足なし
不足なし

20.0％
20.0％

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
が
な
く
な
る

監
査
委
員
意
見
・
要
旨〔
須
内
康
仁
・
山
橋
正
男
〕

町民１人当たり107万円の支出町民１人当たり107万円の支出

万
円
（
61
・
5
％
）
の
増
額

と
な
っ
た
。

　投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通

建
設
事
業
費
は
、町
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
5
億
3
5
1
8

万
円
、社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
2
億
4
0
3
6
万

円
、キ
ャ
ン
プ
場
等
整
備
工
事

7
4
6
9
万
円
、博
物
館
外
壁

等
改
修
工
事
4
6
4
7
万
円
、

給

水

施

設

整

備

工

事

4
0
7
1
万
円
、保
育
園
舎
改

修
工
事
2
3
0
2
万
円
な
ど

の

実

施

に

よ

り
、3

億

1
0
8
3
万
円（
33
・
7
％
）の

増
額
と
な
っ
た
。

　歳
出
総
額
で
は
、
前
年
度

に
実
施
し
た
特
別
定
額
給
付

金
事
業
5
億
4
4
7
0
万
円

の
皆
減
な
ど
に
よ
り
減
額
と

れ
る
。

　公
債
費
元
金
償
還
額
6
億

7
2
5
0
万
円
に
対
し
て
町

債
発
行
額
は
5
億
8
5
5
7

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
町
債

発
行
抑
制
努
力
が
見
ら
れ
る
。

町
債
残
額
は
、
前
年
度
よ
り

8
6
9
3
万
円
の
減
少
を
し

て
い
る
が
、
残
額
で
60
億
を

超
え
て
お
り
引
き
続
き
注
視

が
必
要
で
あ
る
。

一般会計歳出55億8388万円
人件費
10億6979万円
（19.2％）

扶助費
3億1983万円
（5.7％）

公債費（返済金）
6億9044万円
（12.4％）

積立金その他 
3億1790万円（5.7％）

物件費
7億2577万円
（13.0％）

物件費
7億2577万円
（13.0％）

補助費等
5億6876万円
（10.2％）

災害復旧事業費
5722万円（1.0％）

義務的
経費
（37.3％）

投資的
経費
（22.2％）

繰出金
6億4958万円（11.6％）
繰出金
6億4958万円（11.6％）

その他
（40.5％）

普通建設事業費
11億8459万円
（21.2％）

普通建設事業費
11億8459万円
（21.2％）
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用
語(

指
標)

の
説
明

●
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
の※

標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
町
の
全
会
計
の※

標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　
町
の※

標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
借
金
返
済
の
割
合
。

●
将
来
負
担
比
率

　
町
の※

標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
将
来
支
払
う
負
債
の
割
合
。

　
３
５
０
％
以
上
で
早
期
健
全

化
団
体
と
な
り
、財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

※

標
準
財
政
規
模

　
補
助
金
や
借
入
金
を
除
き
、標

準
的
に
収
入
が
見
込
ま
れ
る
財

源
の
規
模
。

町税4億6354万円
（8.1％）

分担金や使用料
8688万円（1.5％）
繰越金、寄付金等
2億8801万円
（5.1％）

地方債（借金）
5億8557万円
（10.2％）

自主財源
（14.7％）

依存財源
（85.3％）

地方交付税25億5204万円
（44.6％）

諸収入4548万円
（0.8％）

交付金等
2億2379万円
（3.9％）

国・県支出金
14億7591万円
（25.8％）

国・県支出金
14億7591万円
（25.8％）

一般会計歳入57億2122万円



３
年
度
決
算
審
査
会

３
年
度
決
算
審
査
会

6おち町議会だよりNo.1427 おち町議会だよりNo.142

設
置
場
所
は

森
下
議
員
　住
宅
費
の
ソ
ー

ラ
ー
式
L
E
D
照
明
灯
の
設

置
場
所
は
。

　避
難
所
に
設
置
す
る

L
E
D
の
照
明
と
は
目
的
が

違
う
の
か
。

女
川
団
地
ほ
か

井
上
総
務
課
長

　女
川
団
地
、

下
渡
団
地
、
鍋
ヶ
渕
団
地
に

各
2
カ
所
ず
つ
設
置
を
し
た
。

　団
地
内
の
暗
い
場
所
を

明
る
く
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

対
象
地
域
は

武
智
議
員
　携
帯
電
話
不
感

地
区
調
査
設
計
業
務
委
託
料

48
万
円
の
対
象
地
域
は
ど
こ

か
。
残
り
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。

大
平
地
区

井
上
総
務
課
長

　対
象
は
大

平
地
区
で
、
残
り
は
桐
見
川

地
区
方
面
を
含
め
多
く
あ
る
。

件
数
と
地
区
名
は

岡
林
議
員
　住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
5
8
0
万
円
の
件

数
と
地
区
名
は
。

23　
件
、
市
街
地
が
主

大
原
企
画
課
長

　耐
震
を
伴

う
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
14
件
で

4
0
0
万
円
。
リ
フ
ォ
ー
ム

は
、
9
件
で
1
8
0
万
円
。

　地
区
は
、
市
街
地
が
主
だ

が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
佐
之

国
、
今
成
、
横
畠
、
鎌
井
田

で
あ
る
。

内
容
は

箭
野
議
員
　結
婚
生
活
応
援

事
業
の
内
容
と
人
数
は
。

結
婚
し
た
世
帯
に
対

し
て
家
賃
な
ど
補
助

大
原
企
画
課
長

　結
婚
に
伴

い
、
新
し
い
生
活
を
始
め
る

に
当
た
っ
て
、
婚
姻
し
た
世

帯
に
対
し
て
、
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
や
、
新
し
い
住
ま

い
へ
の
引
っ
越
し
費
用
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
。
人

数
は
2
人
。

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は

武
智
議
員
　企
業
版
ふ
る
さ

と
寄
付
金
が
1
件
あ
る
が
、

ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
。

仁
淀
ブ
ル
ー
熱
中
塾
に

賛
同
す
る
企
業
か
ら

大
原
企
画
課
長

　仁
淀
ブ
ル

ー
熱
中
塾
の
事
業
に
賛
同
す

る
主
旨
の
寄
付
を
東
京
の
企

業
か
ら
い
た
だ
い
た
。

効
果
は

市
原
議
員
　ふ
る
さ
と
納
税

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
業
務

8
6
9
万
円
の
効
果
は
。

サ
イ
ト
を
通
じ
て
の

寄
付
が
全
て

大
原
企
画
課
長

　ふ
る
さ
と

納
税
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
み
受
け
付
け
を
し
て

お
り
、3
年
度
は
、4
カ
所
の

サ
イ
ト
で
受
け
入
れ
を
し
た
。

　効
果
は
、
こ
の
サ
イ
ト
を

通
じ
て
の
寄
付
が
ほ
ぼ
全
て

で
あ
る
。

シ
カ
は
増
え
て
い
る
か

森
下
議
員
　有
害
鳥
獣
被
害

対
策
事
業
は
、
昨
年
と
比
べ

て
約
2
0
0
万
円
近
く
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
捕
獲
頭

数
は
。
ま
た
、
シ
カ
は
増
え

て
い
る
か
。

増
加
傾
向
に
あ
る

田
村
産
業
課
長

　イ
ノ
シ
シ

が
2
8
0
頭
、サ
ル
が
10
頭
、

シ
カ
が
13
頭
、タ
ヌ
キ
が

1
5
3
頭
、ハ
ク
ビ
シ
ン
が

87
匹
、ア
ナ
グ
マ
が
31
匹
、カ

ラ
ス
が
1
9
3
羽
と
な
っ
て

い
る
。前
年
度
に
比
べ
捕
獲

頭
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　シ
カ
の
捕
獲
頭
数
は
、平

成
28
年
度
は
1
頭
で
、令
和

3
年
度
は
13
頭
と
増
加
傾
向

に
あ
る
。

何
人
分
か

箭
野
議
員
　新
規
狩
猟
者
確

保
事
業
補
助
金
1
万
2
千
円

は
、
何
人
分
か
。

田
村
産
業
課
長

　有
害
鳥
獣

駆
除
の
た
め
、
高
知
県
猟
友

会
が
実
施
す
る
初
心
者
講
習

会
の
受
講
料
に
対
す
る
補
助

と
な
っ
て
お
り
、
3
年
度
1

人
の
受
講
と
な
っ
て
い
る
。

募
集
し
て
も
人
が
集
ま

ら
な
い
の
か

武
智
議
員
　も
う
少
し
新
規

の
狩
猟
者
を
増
や
さ
な
い
と

有
害
鳥
獣
被
害
に
対
応
し
か

ね
る
と
現
場
で
は
思
う
が
、募

集
を
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な

い
の
か
、募
集
方
法
等
に
改
善

の
余
地
が
あ
る
の
か
。

引
退
、
新
し
く
入
る
人

が
い
て
増
減
は
な
い

田
村
産
業
課
長

　猟
友
会
の

会
員
は
、
高
齢
化
も
進
ん
で

お
り
、
引
退
す
る
人
も
い
る
。

新
し
く
入
る
人
も
い
て
、
近

年
は
大
き
な
増
減
は
な
い
。

　新
規
狩
猟
者
を
4
年
度
は

広
報
な
ど
で
2
回
募
集
す
る

予
定
で
あ
る
。

　そ
れ
で
も
人
数
が
増
え
な

け
れ
ば
、
方
法
を
改
善
し
て

い
き
た
い
。

　3
年
度
の
決
算
認
定
に
係
る
決
算
審
査
会
は
、9
月
12

日
に
開
催
し
、執
行
部
に
対
し
お
金
の
使
い
道
の
徹
底
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

密を避けるため大会議室への入室は、補佐以上の幹部職員に制限して開催

【
一
般
会
計
】

【以下は質疑の内容です】

総
務
課

企
画
課

産
業
課

3年度決算審査会
使い道を徹底検証　 【賛成全員で認定】

ソーラー式LED照明灯（鍋ヶ渕団地）

捕獲されたシカ（南ノ川）

安心して暮らせるように

携帯電話不感調査が行われた大平地区
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業
務
内
容
は

市
原
議
員
　国
道
33
号
渋
滞

緩
和
対
策
資
料
作
成
業
務
委

託
料
49
万
5
千
円
の
業
務
内

容
は
。

33　
号
の
渋
滞
緩
和

岡
田
建
設
課
長

　33
号
の
越

知
町
〜
い
の
町
間
が
事
業
化

に
な
る
と
き
に
、
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
の
渋
滞
緩
和
の
検
討

を
す
る
た
め
の
業
務
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト

が
減
っ
て
い
た
が

箭
野
議
員
　笑
い
で
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託
料

1
3
7
万
円
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
イ
ベ
ン
ト
が
減
っ
て
い
た

こ
と
と
は
関
係
な
く
、
こ
の

金
額
が
発
生
し
て
い
る
の
か
。

規
模
の
縮
小
や
広
い

場
所
で
開
催

小
松
教
育
次
長

　コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、

規
模
の
縮
小
や
広
い
所
で
開

催
し
た
。

　「
う
た
と
音
楽
お
笑
い
ラ

イ
ブ
」
を
5
回
実
施
す
る
計

画
に
し
て
い
た
が
、
2
回
中

止
と
な
っ
た
。

【
下
水
】

設
置
工
事
の
場
所
は

岡
林
議
員
　公
共
マ
ス
設
置

工
事
の
場
所
は
。

1
区
か
ら
10　
区

岡
田
環
境
水
道
課
長

　1
区

か
ら
10
区
内
の
11
件
で
公
共

マ
ス
を
設
置
し
た
。

【
国
保
】

こ
の
ま
ま
に
し
て
置
く

の
か

小
田
（
壮
）
議
員
　歳
入
合

計
額
の
不
納
欠
損
額
と
収
入

未
済
額
合
わ
せ
て
6
7
5
万

円
く
ら
い
。
こ
れ
は
こ
の
ま

ま
に
し
て
置
く
の
か
、
ま
た

解
決
方
法
は
、
ど
の
よ
う
な

や
り
方
を
し
て
い
る
の
か
。

置
く
わ
け
で
は
な
い

金
堂
税
務
課
長

　こ
の
ま
ま

に
し
て
置
く
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　不
納
欠
損
は
生
活
保
護
1

件
と
完
税
能
力
な
し
が
1
件
、

生
活
保
護
か
ら
3
年
た
っ
た

ら
執
行
停
止
に
な
る
が
、
そ

れ
が
1
件
と
い
う
こ
と
で
、

3
年
分
が
不
納
欠
損
に
な
っ

て
い
る
。

　今
後
は
、
な
る
べ
く
支
払

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
話
し
合

い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
博
物
館
】

人
数
は

岡
林
議
員
　博
物
館
観
覧
料

は
、
無
料
、
正
規
、
割
引
き

料
金
と
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
数
は
。

合
計
で
6
1
0
1
人

小
松
教
育
次
長

　無
料
免
除

が
1
7
9
6
人
、
割
引
が

3
2
1
3
人
、
正
規
が

1

0

9

2

人

で

合

計

6
1
0
1
人
で
あ
る
。

費
用
が
抑
え
気
味
に
な

っ
て
い
る
の
で
は

小
田
（
壮
）
議
員
　立
派
で

有
名
な
博
物
館
で
あ
る
が
、

館
内
が
暗
い
と
感
じ
る
。

　清
掃
な
ど
の
費
用
が
抑
え

気
味
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

で
き
る
だ
け
予
算
の

範
囲
で
管
理

小
松
教
育
次
長

　管
内
の
明

る
さ
は
、
学
芸
員
と
も
相
談

し
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　L
E
D
照
明
を
補
正
予
算

に
あ
げ
て
お
り
、
付
け
方
な

ど
を
研
究
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

　博
物
館
の
予
算
の
範
囲
内

で
、
管
理
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

用
地
取
得
を
検
討
し
た

こ
と
は
あ
る
か

武
智
議
員
　博
物
館
の
土
地

借
上
料
30
万
円
を
減
ら
す
と

い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
改

善
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

用
地
の
取
得
を
検
討
し
た
こ

と
は
あ
る
か
。

検
討
し
た
い

織
田
教
育
長

　当
時
の
経
緯

を
確
認
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
す
る
か
検
討
し
た
い
。

【
特
別
会
計
】

建
設
課

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

環
境
水
道
課

住
民
課

観光客が立ち寄る
博物館に

コスモスまつりで渋滞する国道33号

牧野博士に出会う企画展

暗すぎませんか？

年間30万円で借り上げている土地

うたと音楽お笑いライブ（峰興寺）
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バ
ス
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移住者を呼び込むために

土・日の問い合わせが多い 初期消火の役割は大きい（３区）
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行
先
も
含
ま
れ
る
か

箭
野
議
員
　
町
民
バ
ス
ラ
ッ

ピ
ン
グ
業
務
は
、
行
き
先
表

示
も
含
ま
れ
て
い
る
か
。

デ
ザ
イ
ン
の
中
に
含
め
る

井
上
総
務
課
長

　デ
ザ
イ
ン

の
中
に
含
め
る
よ
う
に
考
え

て
お
り
検
討
し
た
い
。

駐
輪
場
の
場
所
は
　

岡
林
議
員
　
庁
舎
西
駐
輪
場

改
修
工
事
の
場
所
は
。
ど
れ

く
ら
い
の
面
積
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

本
庁
舎
の
西
側

井
上
総
務
課
長

　本
庁
舎
の

西
側
、
公
衆
ト
イ
レ
横
の
駐

輪
場
の
部
分
で
、
面
積
は
41

㎡
で
あ
る
。

耐
震
工
事
の
場
所
は

岡
林
議
員
　
防
火
水
槽
耐
震

工
事
の
場
所
は
、
ど
こ
を
予

定
し
て
い
る
か
。

３
区
児
童
公
園
の
近
く

谷
岡
危
機
管
理
課
長

　３
区

児
童
公
園
の
近
く
の
40
ｔ

級
防
火
水
槽
の
耐
震
工
事

で
あ
る
。

ど
こ
の
警
備
を

森
下
議
員
　
観
光
費
の
警
備

委
託
料
は
ど
こ
の
警
備
を
す

る
の
か
。

浅
尾
沈
下
橋
の
警
備

大
原
企
画
課
長

　浅
尾
沈
下

橋
の
警
備
で
、
９
月
の
３
連

休
２
回
、
10
月
の
３
連
休
の

１
回
分
で
あ
る
。

対
象
者
は

武
智
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
開
発
事
業
補
助
金
30

万
円
の
対
象
者
は
。

現
在
、返
礼
品
を
出
し

て
い
る
業
者
、新
し
く

参
入
す
る
業
者
に

大
原
企
画
課
長

　現
在
、
越

知
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
返
礼

品
を
出
し
て
い
る
業
者
及
び
、

新
し
く
参
入
す
る
予
定
が
あ

る
業
者
を
対
象
に
補
助
金
を

出
す
。

交
付
要
綱
は

武
智
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
開
発
事
業
費
補
助
金

は
、
出
て
き
た
計
画
を
ど
う

や
っ
て
審
査
す
る
の
か
。
交

付
要
綱
は
作
っ
て
い
る
の
か
。

案
は
で
き
て
い
る

大
原
企
画
課
長

　完
全
な
も

の
で
な
い
が
、交
付
要
綱（
案
）

は
で
き
て
い
る
。産
業
課
と
連

携
し
実
施
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

何
棟
分
で
、
告
知
は

武
智
議
員
　
中
間
管
理
住
宅

の
改
修
設
計
業
務
77
万
５

千
円
は
何
棟
分
で
、
住
民

へ
の
告
知
は
。

１
棟
分
、
広
報
等
で

大
原
企
画
課
長

　１
棟
分
。

　空
き
家
の
持
主
に
相
談
の

う
え
、
今
回
設
計
を
し
て
、

金
額
が
確
定
す
れ
ば
、
５
年

度
当
初
予
算
に
計
上
す
る
予

定
で
あ
る
。

　そ
の
後
、
広
報
等
で
告
知

を
す
る
。

大
都
市
圏
で
出
店
か

山
橋
議
員
　
企
画
振
興
費
の

イ
ベ
ン
ト
出
展
負
担
金
１
９

１
万
円
は
、
東
京
な
ど
大
都

市
圏
で
出
店
す
る
の
か
。

東
京
な
ど

大
原
企
画
課
長

　５
回
分
。

一
件
は
東
京
開
催
の
Ｊ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
す
る
ブ
ー
ス
の
負
担

金
。
残
り
は
、
東
京
都
２
回
、

神
奈
川
１
回
、
大
阪
１
回
開

催
予
定
の
ふ
る
さ
と
納
税
イ

ベ
ン
ト
出
展
負
担
金
に
な
る
。

新
し
い
内
容
か

山
橋
議
員
　
観
光
協
会
へ
の

補
助
金
99
万
円
は
、
４
年
当

初
で
１
千
万
円
以
上
予
算
措

置
を
し
て
い
る
が
、
新
し
い

内
容
で
あ
る
の
か
。

土
日
の
開
設
費
後
期
分

と
ぼ
ん
ぼ
り
桜
ま
つ
り

大
原
企
画
課
長

　シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

い
る
土
日
の
観
光
協
会
事
務

局
の
開
設
費
後
期
分
と
、
ぼ

ん
ぼ
り
桜
ま
つ
り
の
費
用
で

あ
る
。

一
般
会
計
補
正

総
務
課

危
機
管
理
課

企
画
課

議
案
質
疑

議
案
質
疑 町民バスラッピング業務委託料

228万円

庁
舎
西
駐
輪
場
改
修
工
事

１
２
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

開
発
に
　
　
　
30
万
円

観
光
協
会
へ
の
補
助
金

99
万
円

防火水槽耐震工事
339万円

中間管理住宅改修設計に
　　　　　  78万円



大雨などで裏山が危険な状態

安価予想で不安な農家拡張が期待される南北道路

旧
調
理
場
の
ひ
び
割
れ

桜座で開催された佐川高校創立100周年記念式典
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農
家
の
把
握
方
法
は

小
田
（
範
）
議
員
　
農
業
用

肥
料
等
高
騰
対
策
給
付
金
２

３
３
４
万
円
は
、
肥
料
等
購

入
費
の
15
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

で
、
上
限
20
万
円
で
あ
る
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
対
象
と

な
る
農
家
の
把
握
方
法
と
農

家
戸
数
は
。

令
和
３
年
度
の
税
申
告
で

農
業
収
入
の
あ
る
人

田
村
産
業
課
長

　令
和
３
年

分
の
税
申
告
で
農
業
収
入
の

あ
る
人
が
対
象
と
な
る
。

　対
象
者
数
は
約
２
５
０
人

程
度
で
、
申
請
方
法
は
、
広

報
な
ど
で
知
ら
せ
る
。
本
人

申
請
に
な
る
。

農
薬
代
等
も
含
ま
れ

て
い
る
か
　

小
田
（
範
）
議
員
　
こ
の
給

付
金
に
は
農
薬
代
等
も
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。
含
ま
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
今
後
こ
の
よ

う
な
給
付
金
を
交
付
す
る
予

定
が
あ
る
の
か
。

含
ま
れ
て
い
な
い

田
村
産
業
課
長

　Ｊ
Ａ
、
県

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
価
格

変
動
は
あ
ま
り
な
い
と
の
こ

と
で
、
今
回
の
補
正
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　今
後
、
状
況
に
応
じ
て
、

国
、
県
の
政
策
を
見
つ
つ
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ど
の
よ
う
に
決
ま
る

の
か

武
智
議
員
　
本
人
申
請
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
補
助

金
額
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る

の
か
。

肥
料
費
の
額
を
基
に

計
算

田
村
産
業
課
長

　補
助
金
の

額
の
決
定
方
法
は
、
税
の
申

告
を
し
た
肥
料
費
の
額
を
基

に
計
算
を
す
る
。

　肥
料
費
の
平
均
で
あ
る
約

30
万
円
の
15
％
が
補
助
に
な

る
の
で
、
１
人
当
た
り
は
４

万
５
千
円
。
そ
れ
を
基
準
と

し
て
、
今
回
の
給
付
金
額
を

計
算
し
て
い
る
。

場
所
は

上
岡
議
員
　
が
け
く
ず
れ
住

家
防
災
対
策
工
事
の
場
所
は
。

災
害
の
恐
れ
の
あ
る
家
を
予

防
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

片
岡
、浅
尾
な
ど
５
カ
所

岡
田
建
設
課
長

　片
岡
２
カ

所
、
浅
尾
、
筏
津
、
２
区
の

５
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。

　家
裏
の
危
険
箇
所
を
予
防

対
策
す
る
も
の
で
あ
る
。

業
務
の
内
容
は

森
下
議
員
　
町
道
南
北
中
央

線
新
設
工
事
概
略
設
計
業
務

の
内
容
は
。
道
路
幅
員
等
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

商
店
街
と
国
道
を
結
ぶ

岡
田
建
設
課
長

　商
店
街
と

国
道
を
結
ぶ
道
路
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
、
平
成
17
年
〜

19
年
頃
に
事
業
化
さ
れ
て
検

討
し
て
い
た
が
、
用
地
の
交

渉
が
難
航
し
て
一
旦
休
止
と

な
っ
て
い
た
。

　こ
の
た
び
、
議
会
特
別
調

査
委
員
会
よ
り
報
告
書
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
概

略
設
計
を
行
う
。
全
体
事
業

費
、
用
地
補
償
の
範
囲
を
把

握
し
、
事
業
化
の
可
否
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
を
作
成

す
る
も
の
で
あ
る
。

　幅
員
等
は
、
こ
れ
か
ら
の

検
討
と
な
る
。

延
長
は

岡
林
議
員
　
林
道
加
枝
ヶ
谷

横
倉
線
開
設
工
事
５
０
０
万

円
は
、
延
長
は
ど
れ
く
ら
い

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

20　
ｍ

岡
田
建
設
課
長

　加
枝
ヶ
谷

集
落
を
過
ぎ
て
、
仁
淀
川
町

と
の
境
に
あ
る
川
沿
い
か
ら

加
枝
ヶ
谷
集
落
の
上
部
に
あ

る
森
林
を
抜
け
る
林
道
で
あ

る
。
施
工
延
長
20
ｍ
を
計
画

し
て
い
る
。

内
容
は

市
原
議
員
　
学
力
向
上
対
策

補
助
金
80
万
円
の
内
容
は
。

視
察
研
修
を
目
的

小
松
教
育
次
長

　視
察
研
修

を
目
的
と
す
る
補
助
金
を
計

上
し
て
い
る
。

　お
茶
の
水
女
子
大
附
属
小

学
校
へ
の
視
察
４
人
分
な
ど

全
部
で
５
つ
あ
る
。

具
体
的
な
内
容
は

箭
野
議
員
　
中
学
校
費
の
非

構
造
部
材
等
耐
震
化
調
査
の

具
体
的
な
内
容
は
。

天
井
、照
明
な
ど
の
調
査

小
松
教
育
次
長

　越
知
中
学

校
の
天
井
、
照
明
な
ど
の
非

構
造
部
の
耐
震
性
の
調
査
で

あ
る
。

　旧
の
調
理
場
の
ひ
び
割
れ

な
ど
の
調
査
を
含
む
。

事
業
の
内
容
は

武
智
議
員
　
佐
川
高
校
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
補
助

金
50
万
円
の
内
容
は
。

記
念
事
業
に
活
用

織
田
教
育
長

　仁
淀
川
町
、

佐
川
町
、
日
高
村
、
越
知
町

に
助
成
金
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

記
念
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ

る
補
助
金
で
あ
る
。

産
業
課

教
育
委
員
会

建
設
課

議
案
質
疑

議
案
質
疑 農業用肥料等高騰対策に

2334万円

が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対
策
工
事
に

５
６
９
万
円

町
道
南
北
中
央
線
新
設
工
事

概
略
設
計
に
　
１
４
３
万
円

佐
川
高
校
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
に
　
　
　
50
万
円
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質
疑

予
算

マイナンバーカード手続きに対応する窓口職員

　３
年
度
に
既
に
本
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
世
帯
な
ど

を
除
く
４
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
及
び
４
年
１
月
以
降

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
に
、１
世
帯

当
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
。

地
域
振
興
券

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
燃
料

価
格
や
電
気
料
金
を
含
む
物

価
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
住
民
の
負
担
軽
減
の
た

め
、地
域
振
興
券
を
交
付
す

る
。１
世
帯
当
た
り
２
万
円

分（
18
歳
以
下
の
子
ど
も
、妊

婦
は
１
人
１
万
円
分
追
加
）

を
配
布
す
る
な
ど
８
６
０
２

万
円
を
追
加
、総
額
を
47
億

３
万
円
と
す
る
。

　

《
賛
成
・
全
員
》

借
り
上
げ
る
の
か

箭
野
議
員 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
作
業
用
の
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
端
末
を
２
台
に
増

や
す
と
の
こ
と
だ
が
、
借
り

上
げ
る
の
か
。

１
台
追
加
で
借
り
上
げ

西
森
住
民
課
長

　現
在
、
１

台
借
り
上
げ
て
い
る
。

　今
回
の
分
は
、も
う
１
台

追
加
で
借
り
上
げ
を
す
る
。

採
用
は
い
つ
か
ら

箭
野
議
員 

　
会
計
年
度
任
用

職
員
２
人
の
採
用
は
、
い
つ

か
ら
す
る
の
か
。

10  
月
か
ら

西
森
住
民
課
長

　10
月
か
ら

雇
用
を
考
え
て
い
る
。

　こ
の
議
会
で
予
算
が
通
れ

ば
、募
集
を
す
る
よ
う
に
し

た
い
。

カ
ー
ド
を
作
る
の
に

掛
か
る
時
間
は

小
田
（
壮
）
議
員 

　
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
の
に
、

ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
掛
か

る
の
か
。

　
ま
た
、
申
請
数
は
。

20  
分
〜
30  
分

西
森
住
民
課
長

　マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
事
務
は
、

１
人
当
た
り
20
分
〜
30
分
掛

か
っ
て
い
る
。マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
含

め
る
と
40
分
〜
50
分
掛
か
る

人
も
い
る
。

　申
請
は
、２
年
度
が
５
３

８
件
、３
年
度
が
３
６
７
件

あ
っ
た
。

　４
年
度
は
、９
月
18
日
ま

で
に
５
２
１
人
が
申
請
を
し

て
い
る
。こ
れ
か
ら
更
に
増

え
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

マイナンバーカード
窓口を２人増やす

　
10
月
３
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

４
年
10
月
臨
時
会

「おちぞね」
 調理室利用可能に

条
例
の
一
部
改
正

商
店
街
活
性
化

拠
点
施
設

　商
店
街
活
性
化
拠
点
施
設

「
お
ち
ぞ
ね
」に
新
た
に
整
備

し
た
調
理
室
の
利
用
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

職
員
の
育
児
休
業
な
ど

　妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕

事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め

に
講
ず
る
措
置
と
し
て
、地

方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
４
年
10
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、育
児
休
業
の

取
得
回
数
制
限
が
緩
和
さ
れ

る
こ
と
に
加
え
、国
家
公
務

員
に
準
じ
た
育
児
休
業
の
取

得
条
件
の
緩
和
等
を
行
う
た

め
に
、関
係
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。《賛

成
・
全
員
》

県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　新
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
事

業
開
始
に
伴
い
県
広
域
食
肉

セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

手
続
き
を
行
う
た
め
の
規
約

の
変
更
を
す
る
。《賛

成
・
全
員
》

チャレンジショップで活用する調理室完成

施設区分

チャレンジショップ
店　舗

営　利

期間が1カ月に満たない場合は、
1カ月の使用料とする。

冷暖房を使用する場合は、1時
間あたり100円追加。調理室（チャレンジショップ

以外での使用）

1カ月
1カ月

1時間

コミュニティスペース 1時間

多目的交流フロア 1時間２Ｆ

１Ｆ

3，000円
3，000円

600円

非営利 冷暖房を使用する場合は、1時
間あたり50円追加。200円

営　利 500円

非営利 無　料

営　利 冷暖房を使用する場合は、1時
間あたり200円追加。1,000円

非営利 冷暖房を使用する場合は、1時
間あたり50円追加。300円

調理室

基本時間 使用料 備　考



　
９
月
定
例
会
は
６
人
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
発
言
内
容
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
議
場
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、白
熱
し
た
議
論
を
傍

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、全
文
を
記
載
し
た
会
議
録
は
、

議
会
事
務
局
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.ochi.lg.jp

）

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

ズバリ !!ズバリ !!ズバリ !!
一般質問6人登壇小田範博・・・　17ページ

①　道路行政
　・町道本村薬師堂線は早急に全線改良を
②　林道小日浦線
　・路面等の改修計画は
③　町道今成深瀬線等
　・支障木や雑草等の除去

上岡千世子・・・　18ページ

①　林業行政
　・林業事業体として活動できるように
②　農業支援
　・農家への支援を
③　子育て・教育支援
　・入学祝い金の増額を

小田壮一・・・　19ページ

①　観光振興
　・「らんまん」に向けての受け入れ体制は
②　安倍元首相の国葬
　・本町はどのように弔意を表すのか
③　図書館サービス
　・要望の吸い上げは　　・早く開けて
　・もっと安い料金に

箭野久美・・・　20ページ

①　少子化対策
　　～安心して出産・子育てするために～
　・妊婦さんの負担がなくなるよう補助を
②　一生安心して暮らせるまちであるために　
　・本町の一人暮らしは
　・画一的でない施策を
③　マイナンバーカード交付率は

市原静子・・・　21ページ

①　高齢者対策
　・補聴器購入に対して助成する考えは
②　防災対策
　・気象防災アドバイザーに頼め
　・毎年９月に展示を

武智　龍・・・　22ページ

①　人財育成
　・社会教育が機能していないのでは
　・体制の見直しは
②　集落存続
　・新たな課の設置を
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町
道
本
村
薬
師
堂
線
側

溝
改
修
及
び
蓋
掛
け
事
業
の

今
後
の
事
業
計
画
は
。

　
本
町
の
幹
線
道
路
の
一
つ

で
交
通
量
も
多
く
横
畠
地
区

の
住
民
に
と
っ
て
は
、
大
変

重
要
な
生
活
道
で
あ
る
。

　
改
良
さ
れ
た
箇
所
は
大
変

通
行
し
や
す
く
な
っ
た
が
、

集
落
と
集
落
の
間
に
は
未
改

良
区
間
が
多
く
大
型
車
両
と

の
対
面
通
行
が
で
き
な
い
箇

所
が
あ
る
。

　
早
急
に
全
線
の
改
良
工
事

を
望
む
声
が
多
い
が
、
今
後

の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　未
改
良
区

間
の
延
長
は
約
１
１
０
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
防
災
安
全

を
図
る
た
め
早
急
に
対
策
を

す
べ
き
路
線
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

　５
年
度
以
降
可
能
な
限
り

早
急
に
着
手
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

路
面
等
の
改
修
計
画
は

　
　
林
道
小
日
浦
線
路
面
改

修
工
事
の
計
画
を
聞
く
。

　
下
の
谷
か
ら
大
屋
敷
ま
で

の
間
は
路
面
等
の
改
良
工
事

が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、
安

心
・
安
全
な
道
路
に
な
っ
た

が
、
大
屋
敷
か
ら
小
日
浦
間

の
林
道
は
安
心
・
安
全
な
道

に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
路
面
等
の
改
修
計

画
は
。

迅
速
に
簡
易
補
修
、
必
要

に
応
じ
て
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　４
年
に
入

り
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
の
通
行

が
減
少
し
た
の
で
、
路
面
の

損
傷
が
ひ
ど
い
箇
所
を
抽
出

し
補
修
工
事
を
し
た
。

　今
後
は
、
損
傷
箇
所
を
発

見
し
た
と
き
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
林
道

維
持
管
理
業
務
に
よ
り
、
迅

速
に
簡
易
補
修
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
別
途
補
修
工
事

を
実
施
し
た
い
。

支
障
木
や
雑
草
等
の
除
去

　
　
町
道
今
成
深
瀬
線
等
の

支
障
木
や
雑
草
等
の
除
去
を

問
う
。

　
耕
作
地
周
辺
は
、
草
刈
り

な
ど
が
ほ
ぼ
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
植
林
区
間
や
荒

廃
地
周
辺
は
、
支
障
木
や
雑

草
に
覆
わ
れ
道
路
の
機
能
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
が
あ
る
。

　
バ
イ
ク
や
自
転
車
に
乗
っ

て
い
る
人
は
、
雑
草
等
を
避

け
る
た
め
道
路
の
真
ん
中
を

走
行
し
て
お
り
、
見
通
し
の

悪
い
場
所
で
は
重
大
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
思
う

が
除
草
回
数
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か
。

そ
の
都
度
対
応
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　道
路
際
の

支
障
木
や
雑
草
等
の
除
去
は
、

そ
の
所
有
者
が
行
う
の
が
原

則
で
あ
る
が
、
高
齢
化
や
山

へ
の
関
心
度
の
低
下
な
ど
に

よ
り
、
除
去
の
対
応
を
求
め

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

　作
業
を
す
る
た
め
に
は
、

所
有
者
の
確
認
と
承
諾
が
必

要
で
あ
り
、
一
定
の
時
間
が

必
要
に
な
る
。
除
草
回
数
を

増
や
す
件
は
、
委
託
先
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
作

業
を
要
請
し
そ
の
都
度
対
応

し
た
い
。

小田範博　議員小田範博　議員小田範博　議員

林
道
小
日
浦
線

町
道
今
成
深
瀬
線
等

町道本村薬師堂線未改良区間

植林区間が多い町道今成深瀬線

道路行政

町道本村薬師堂線は早急に全線改良を
　  ５年度以降可能な限り早急に着手　建設課長
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山
林
が
８
割
を
占
め
て

い
る
本
町
は
、高
齢
化
と
人

口
減
に
よ
り
、集
落
周
辺
の

山
林
は
荒
廃
し
、管
理
す
る

人
も
居
な
い
と
い
う
状
況
に

あ
る
。

　
農
業
従
事
者
の
育
成
は
、

移
住
者
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
多
く
の
人
材
を

入
れ
て
い
る
が
、
林
業
従

事
者
も
多
く
育
成
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
林
業
事
業
体
と
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う

が
、そ
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　「
越
知

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
施
策
に
、

異
業
種
か
ら
の
参
入
も
視
野

に
入
れ
た
担
い
手
の
確
保
が

あ
る
。
本
町
に
は
、
現
在
２

つ
の
林
業
事
業
体
が
あ
る
。

　本
町
の
広
大
な
山
林
を
維

持
管
理
し
て
い
く
に
は
、
ま

だ
多
く
の
林
業
家
や
事
業
体

を
必
要
と
す
る
。
山
林
所
有

者
の
高
齢
化
と
も
相
ま
っ
て
、

林
業
事
業
者
の
減
少
と
共
に

林
業
が
衰
退
し
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。

　今
後
は
、
総
合
振
興
計
画

で
の
、
林
業
振
興
と
活
性
化

を
軸
と
し
、
林
業
事
業
体
の

新
規
設
立
、
育
成
、
林
業
再

生
に
向
け
て
多
方
面
に
働
き

か
け
る
な
ど
、
着
実
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

農
家
へ
の
支
援
を

　
　
現
在
、
肥
料
、
飼
料
、

燃
料
共
に
軒
並
み
高
騰
し
て

い
る
。
国
か
ら
肥
料
高
騰
に

よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
緩

和
の
た
め
、
化
学
肥
料
２
割

削
減
を
条
件
に
農
家
へ
の
支

援
を
す
る
と
い
う
案
内
が
あ

っ
た
。
国
か
ら
の
支
援
に
対

し
て
、
町
と
し
て
も
そ
れ
を

活
用
で
き
る
形
で
農
家
へ
の

支
援
を
し
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
そ
の
考
え
は
。

支
援
金
を
予
算
に
計
上

　
　
　
　
　
　
　
　国
の
肥

料
価
格
高
騰
対
策
に
対
す
る

県
の
申
請
窓
口
が
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
が
、詳
細
が
決

定
次
第
、関
係
機
関
と
連
携

し
て
農
家
に
通
知
す
る
。

　本
町
で
は
、国
か
ら
の
交

付
ま
で
の
間
、営
農
継
続
の

た
め
緊
急
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、国
の
支
援

金
と
町
の
支
援
金
を
合
わ
せ

て
、高
騰
分
を
超
え
な
い
範

囲
で
高
騰
対
策
給
付
金
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
、

上
が
ら
な
い
賃
金
等
で
子
育

て
世
帯
が
大
変
苦
し
く
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
世
帯
が
ど

ん
ど
ん
減
少
し
て
い
く
中
、

町
内
の
児
童
、
生
徒
数
も
減

っ
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
へ
の
入
学
祝

い
金
の
増
額
に
つ
い
て
検
討

す
る
考
え
は
。

検
討
し
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　祝
い
金
は
、

平
成
12
年
度
か
ら
小
学
校
新

入
学
児
童
を
対
象
に
１
人
２

万
円
で
始
ま
っ
た
。

　17
年
度
か
ら
財
政
事
情
に

よ
り
１
人
１
万
円
支
給
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　入
学
準
備
費
用
も
高
額
化

し
て
お
り
、
多
子
世
帯
へ
の

対
応
や
小
学
校
入
学
時
だ
け

で
い
い
の
か
な
ど
、
検
討
の

余
地
は
あ
る
。

　町
全
体
の
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
、
移
住
・
定
住

対
策
と
も
連
携
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
牧
野
博
士
モ
デ
ル「
ら

ん
ま
ん
」の
来
春
放
送
に
向

け
県
の
博
覧
会「
牧
野
博
士

の
新
休
日
」が
開
催
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
連
動
し
、
本
町
も

一
丸
と
な
っ
て
牧
野
博
士
と

横
倉
山
を
中
心
に
盛
り
上
げ

て
い
く
取
り
組
み
と
受
け
入

れ
体
制
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　横
倉
山

の
案
内
看
板
や
ト
イ
レ
な
ど

の
受
け
入
れ
環
境
整
備
、
横

倉
山
自
然
の
森
博
物
館
の
展

示
設
備
の
増
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
に
加
え
、
観
光
協
会

の
横
倉
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座
な
ど

の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　博
覧
会
期
間
中
の
桜
ま
つ

り
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
、
牧
野
博
士
ゆ

か
り
の
植
物
の
観
察
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　観
光
協
会
の
窓
口
対
応
が

重
要
と
考
え
、
体
制
強
化
を

協
会
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
政
府
が
９
月
27
日
に
予

定
し
て
い
る
安
倍
元
首
相
の

国
葬
に
つ
い
て
本
町
は
ど
の

よ
う
に
弔
意
を
表
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　本
町
と
し
て

は
半
旗
を
掲
揚
す
る
が
、
職

員
や
教
育
機
関
に
黙
と
う
を

求
め
な
い
。

要
望
の
吸
い
上
げ
は

　
　
本
の
森
図
書
館
は
利
用
者

及
び
住
民
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
吸
い
上
げ
て
い
る
の
か
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

や
意
見
箱
設
置

　
　
　
　
　
　要
望
の
吸
い

上
げ
は
弱
い
所
が
あ
る
と
考

え
る
。

　今
後
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
や
意
見
箱
の
設
置
を
行
い
、

要
望
を
反
映
し
た
い
。

早
く
開
け
て

　
　
図
書
館
を
も
っ
と
早
く

開
け
て
ほ
し
い
と
の
声
を
聞

く
が
。

開
館
時
間
を
早
め
る

よ
う
協
議
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　設
立
当
初

か
ら
11
時
開
館
に
な
っ
て
い

る
が
、早
め
る
よ
う
に
関
係
職

員
と
協
議
し
た
い
。

も
っ
と
安
い
料
金
に

　
　
コ
ピ
ー
手
数
料
は
１
枚

50
円
で
、
役
場
で
支
払
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
安
い
料
金
に
設
定

す
べ
き
で
は
。

見
直
し
を
検
討
し
た
い

　
　
　
　
　
　越
知
町
手
数

料
条
例
で
１
枚
50
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
近
隣
の
図
書
館

で
は
、
１
枚
10
円
か
ら
30
円

が
多
く
、
手
数
料
で
は
な
く

実
費
負
担
と
し
て
の
徴
収
を

し
て
い
る
。

　図
書
館
法
第
17
条
図
書
館

無
料
の
原
則
も
あ
り
、
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
見
直
し
を
検

討
し
、
支
払
い
方
法
も
見
直

し
た
い
。

上岡千世子　議員上岡千世子　議員上岡千世子　議員小田壮一　議員小田壮一　議員小田壮一　議員

林業行政

林業事業体として活動できるように
　  林業再生に向けて働きかける　建設課長

安倍元首相の国葬

本町はどのように弔意を表すのか
　  半旗を掲揚する　町長

子育て・教育支援

入学祝い金の増額を

観
光
振
興

「
ら
ん
ま
ん
」
に
向
け
て
の
受
け
入
れ
体
制
は

　
　窓
口
強
化
を
観
光
協
会
と
検
討
し
て
い
く

　企
画
課
長

問

問

岡
田
建
設
課
長

大
原
企
画
課
長

田
村
産
業
課
長

織
田
教
育
長

問 問

問

問

問

小
田
町
長

織
田
教
育
長

織
田
教
育
長

織
田
教
育
長

問

　農
業
支
援

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

林業再生の促進を図れ

きめ細やかな親切な対応に期待
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町
内
に
は
、
出
産
で
き

る
医
院
や
助
産
施
設
が
無
い

た
め
、
町
外
で
検
診
や
出
産

を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
家
計
を
圧
迫
す
る

と
思
わ
れ
る
。
妊
婦
さ
ん
の

負
担
が
な
く
な
る
よ
う
補
助

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　個
人
へ
の
給

付
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
が
、
出
産
に
向
け
て
、

心
身
の
準
備
を
整
え
、
安
心

し
て
出
産
・
育
児
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
、
財

源
の
確
保
、
事
務
処
理
上
の

課
題
な
ど
を
確
認
し
た
上
で

前
向
き
に
結
論
を
出
す
。

さ
ら
な
る
支
援
を

　
　
未
来
を
担
う
存
在
の
子

ど
も
は
国
の
宝
で
あ
り
、
町

の
宝
で
も
あ
る
。
健
や
か
に

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
　

　
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と

は
大
事
で
、
町
は
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
し
て
い
る
が
、
精

神
的
に
も
経
済
的
に
も
安
心

し
て
出
産
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
支
援
を
求

め
る
。
町
長
の
考
え
は
。

成
長
過
程
に
応
じ
た
支

援
な
ど
を
考
え
て
い
く

　
　
　
　
　
　ま
ず
、
手
厚

い
金
銭
面
の
支
援
を
す
る
こ

と
が
少
子
化
対
策
に
な
る
の

か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。

　今
以
上
の
支
援
と
な
る
と

継
続
性
が
必
要
な
の
で
、
財

源
な
ど
を
十
二
分
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　子
育
て
支
援
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
が
、
少
子
化
対
策

と
教
育
効
果
と
い
う
点
も
踏

ま
え
、
成
長
過
程
に
応
じ
た

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

本
町
の
一
人
暮
ら
し
は

　
　
全
国
に
は
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
が
７
０
０
万
人

い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

町
に
は
何
人
い
る
か
。

　
ま
た
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
一
人
暮
ら
し
の
人
を
見

守
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

５
７
９
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　２
年

10
月
の
国
勢
調
査
で
は
、
５

７
９
人
で
あ
る
。

　見
守
り
事
業
は
３
つ
で
、

ほ
ぼ
高
齢
者
が
対
象
で
あ
る
。

①
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
訪

問
（
月
１
回
程
度
）

②
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
見

守
り
事
業（
週
２
回
ま
で
）

③
民
生
委
員
活
動
（
第
３
木

曜
日
に
安
否
確
認
な
ど
）

　ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
人

に
は
、
葬
儀
社
と
生
前
契
約

を
行
う
支
援
を
し
て
い
る
。

画
一
的
で
な
い
施
策
を

　
　
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
中
で
も
孤
独
死
を
さ
れ
る

人
が
い
る
。み
と
り
な
ど
新
た

な
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

　
先
進
的
な
取
組
事
例
の
勉

強
や
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
、画
一
的
で
な
い
施
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

先
進
的
な
取
り
組
み
を

勉
強
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　先
進

的
な
取
り
組
み
は
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

　国
が
目
指
し
て
い
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

複
合
課
題
を
包
括
的
に
支
援

す
る
た
め
の
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
に
移
行
す
る
準

備
を
し
て
い
る
。

交
付
率
は

　
　
３
年
５
月
30
日
ま
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

率
は
15
・
15
％
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
休
日
の
開
庁
、
延

長
や
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
へ
の
出

張
な
ど
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
交
付
率
は
。

　
ま
た
、
本
町
職
員
の
交
付

率
は
。

　
　
　
　
　
　

 
 

４
年
８
月

31
日
現
在
、
25
・
08
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

 
 

会
計
年
度

任
用
職
員
を
除
き
、
42
・

７
％
で
あ
る
。

　
　
加
齢
性
の
難
聴
に
悩
む

高
齢
者
で
、軽
度・中
程
度
の

場
合
は
、国
の
支
援
が
な
い
た

め
高
価
な
補
聴
器
購
入
を
た

め
ら
う
人
が
多
い
と
聞
く
。

　
難
聴
を
放
置
す
れ
ば
、
孤

立
や
認
知
症
の
リ
ス
ク
も
高

ま
る
。

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
介

護
予
防
事
業
と
連
動
す
る
形

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
65

歳
以
上
対
象
に
補
聴
器
購
入

へ
の
助
成
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　加
齢

に
よ
る
難
聴
も
身
体
障
害
者

福
祉
法
で
規
定
さ
れ
た
医
師

に
受
診
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
取
得
の
対
象
に
な
る
か

相
談
す
る
。
１
番
程
度
の
軽

い
６
級
で
も
障
害
者
総
合
支

援
法
に
よ
る
補
装
具
費
の
支

給
制
度
が
あ
り
、
高
齢
者
も

利
用
で
き
申
請
が
可
能
で
あ

る
。
自
己
負
担
金
は
、
原
則

１
割
負
担
。

　国
の
交
付
金
の
活
用
は
、

事
業
に
は
充
当
で
き
る
が
、

個
人
へ
の
給
付
に
は
充
当
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

事
業
化
で
き
る
か
検
討
す
る

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
近
年
、
線
状
降
水
帯
な

ど
に
よ
る
大
雨
が
各
地
で
甚

大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。

　
「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
に
頼
め
ば
、
自
治
体
の

ニ
ー
ズ
に
適
し
た
防
災
対
策

を
助
言
し
て
も
ら
え
る
と
思

う
が
、
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成

29
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

で
、
現
在
、
県
内
で
は
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
い
る

自
治
体
は
な
い
。

　ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
任
用
は

雇
用
の
経
費
が
高
額
と
な
り
、

補
助
金
や
交
付
金
な
ど
の
検

討
が
必
要
と
な
る
。

　今
後
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
い
る
自
治
体
の
事
例
な

ど
を
調
査
し
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

毎
年
９
月
に
展
示
を

　
　
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
を

見
て
参
考
に
な
っ
た
と
の
声

が
あ
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　
毎
年
、９
月
の
防
災
の
日
を

め
ど
に
、新
し
い
グ
ッ
ズ
も
追

加
し
て
展
示
し
て
ほ
し
い
と

の
声
も
あ
る
が
、考
え
は
。

食
料
品
な
ど
の
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
町
民
会
館

で
防
災
グ
ッ
ズ
30
品
目
セ
ッ

ト
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

　今
年
の
展
示
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
啓
発
に
つ

な
が
っ
た
と
思
う
。

　５
年
９
月
を
め
ど
に
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
、
食
料

品
な
ど
の
展
示
を
す
る
考
え

で
あ
る
。
毎
年
の
展
示
は
、

協
議
を
し
て
い
く
。

箭野久美　議員箭野久美　議員箭野久美　議員市原静子　議員市原静子　議員市原静子　議員

少子化対策 ～安心して出産・子育てするために～

妊婦さんの負担がなくなるよう補助を
　  課題等を確認し前向きに結論を出す　町長

高
齢
者
対
策

補
聴
器
購
入
に
対
し
て
助
成
す
る
考
え
は

　
　検
討
す
る
時
間
を
い
た
だ
き
た
い 

　保
健
福
祉
課
長

問問

問

問

問

問西
森
住
民
課
長

井
上
総
務
課
長

國
貞
保
健
福
祉
課
長

國
貞
保
健
福
祉
課
長

防災対策

気象防災アドバイザーに頼め
　  検討したいと考えている　危機管理課長

一
生
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

で
あ
る
た
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

國
貞
保
健
福
祉
課
長

谷
岡
危
機
管
理
課
長

谷
岡
危
機
管
理
課
長

問

問

小
田
町
長

小
田
町
長

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
自
治
体
が
避
難
情
報
を
発
令

す
る
な
ど
の
場
合
に
、
気
象
の

専
門
知
識
を
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
気
象
庁
が
創
設
し
た

資
格
で
あ
る
。

皆さんも常備していますか

さまざまなタイプがある補聴器

笑顔があふれる未来へ



一
般
質
問

一
般
質
問
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第
３
回
定
例
会
が
８
月
29

日
に
開
か
れ
、
３
年
度
各
会

計
決
算
認
定
と
４
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
５
件
を

全
員
賛
成
で
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

 

組
合
長
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

　老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て

ク
ラ
ス
タ
ー
が
３
件
発
生
し

た
。
７
月
に
春
日
荘
で
職
員

６
人
、
利
用
者
２
人
、
五
葉

荘
で
は
、
７
月
に
職
員
13
人
、

利
用
者
１
人
、
８
月
に
職
員

３
人
、
利
用
者
３
人
の
陽
性

者
が
で
た
が
、
各
施
設
と
も

収
束
を
し
て
い
る
。

　他
施
設
と
の
情
報
共
有
、

感
染
予
防
対
策
を
強
化
し
業

務
の
継
続
に
努
め
る
。

清
掃
セ
ン
タ
ー

　６
・
７
月
の
ス
プ
リ
ン
グ
入

り
マ
ッ
ト
レ
ス
等
の
処
理
状

況
は
、マ
ッ
ト
レ
ス
22
件
、ソ

フ
ァ
ー
44
件
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
採
用
試
験

　５
年
度
の
職
員
採
用
試
験

は
、
看
護
師
２
人
、
介
護
職

な
ど
２
人
、
調
理
員
２
人
を

募
集
し
、
10
月
16
日
（
日
）

に
一
次
試
験
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

救
急
車
は
何
台
か

西
森
勝
仁
議
員

　管
内
に

救
急
車
は
何
台
あ
る
の
か
。

装
備
な
ど
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

３
台

徳
弘
消
防
長

　救
急
車
は
、

基
本
２
台
で
運
用
し
て
い
る
。

消
防
署
に
１
台
、仁
淀
川
分

署
に
１
台
、予
備
を
１
台
保

有
し
て
い
る
。

　車
内
の
装
備
は
、一
般
的

な
応
急
措
置
、観
察
に
必
要

な
資
機
材
、呼
吸
血
液
循
環

管
理
用
機
器
と
し
て
バ
イ
タ

ル
モ
ニ
タ
、酸
素
投
与
や
心

肺
蘇
生
な
ど
応
急
措
置
に
必

要
な
高
度
な
資
機
材
、大
け

が
に
よ
る
止
血
や
全
身
固
定

が
で
き
る
資
機
材
な
ど
を
積

載
し
て
い
る
。

手
順
は

西
森
勝
仁
議
員 

　出
動
要
請

が
あ
っ
た
場
合
の
手
順
は
。

場
所
な
ど
を
聴
取

し
た
後
出
動

徳
弘
消
防
長

　出
動
要
請
が

入
れ
ば
、場
所
、容
態
、性
別
、

年
齢
、通
報
者
の
氏
名
を
聴

取
し
た
後
、出
動
す
る
。こ
の

と
き
、頭
の
疾
患
、心
臓
の
疾

患
、大
き
な
け
が
が
疑
わ
れ

る
と
き
は
救
急
車
の
出
動
前

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
を

す
る
。現
場
に
着
く
と
患
者

の
観
察
を
し
て
救
急
車
内
に

収
容
し
、携
帯
電
話
に
て
収

容
先
の
病
院
を
決
め
た
後
に

病
院
に
向
か
う
。

離
発
着
場
の
数
は

西
森
勝
仁
議
員 

　町
別
に
ヘ

リ
離
発
着
場
は
何
カ
所
あ
る

の
か
。

32　
カ
所

徳
弘
消
防
長

　佐
川
町
が
４

カ
所
、越
知
町
が
８
カ
所
、仁

淀
川
町
が
20
カ
所
、合
計
32

カ
所
あ
る
。

体
制
の
見
直
し
は

　
　
中
央
教
育
審
議
会
は
、

住
民
が
今
日
的
課
題
や
地
域

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
社
会
教
育

に
関
わ
る
者
の
役
割
と
し
、

具
体
的
に
は
地
域
づ
く
り
の

多
様
な
担
い
手
を
育
成
す
る

人
づ
く
り
の
役
割
を
担
い
、

地
域
社
会
全
体
が
活
性
化
し

て
い
く
持
続
可
能
な
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
資
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

　
本
町
教
育
委
員
会
事
務
局

に
は
、専
門
職
で
あ
る
社
会

教
育
主
事
が
不
在
で
あ
り
、

各
公
民
館
に
も
正
職
員
は
配

置
さ
れ
て
お
ら
ず
、人
材
育

成
面
の
核
と
な
る
と
こ
ろ
が

機
能
し
て
い
な
い
と
思
う
。

　
こ
の
体
制
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

社
教
主
事
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　今
日
的
課
題

と
し
て
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
未
婚
化
な
ど
で
社

会
環
境
が
変
化
し
、
地
域
社

会
を
支
え
る
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き

た
こ
と
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
の
受
発

信
の
活
発
化
に
対
応
す
る
情

報
活
用
能
力
の
育
成
が
考
え

ら
れ
る
。

　地
域
課
題
は
、
孤
独
死
、

農
林
業
や
商
店
の
他
地
域
の

清
掃
、
道
づ
く
り
、
お
祭
り

な
ど
地
域
活
動
の
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
空

き
家
や
耕
作
放
棄
地
問
題
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一
番

の
課
題
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
が
こ
う
し
た
課
題
を
き

ち
ん
と
把
握
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　今
後
は
、
社
会
教
育
主
事

を
中
心
に
教
育
委
員
会
事
務

局
職
員
の
社
会
教
育
へ
の
意

識
づ
け
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

必
要
で
あ
り
、
国
や
県
の
研

修
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

先
進
事
例
の
研
究
や
視
察
な

ど
を
行
い
、
職
員
が
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
、
体
制
の

見
直
し
に
取
り
組
む
。

新
た
な
課
の
設
置
を

　
　
本
町
に
は
、
人
口
が
20

人
以
下
の
集
落
が
町
全
体
の

３
分
の
１
あ
り
、
今
後
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
加
速
度
的

に
進
む
と
予
想
さ
れ
る
が
、

生
活
道
の
草
刈
り
や
高
齢
者

の
見
守
り
・
耕
作
放
棄
地
・

地
域
交
通
・
空
き
家
・
集
落

の
維
持
や
活
性
化
な
ど
は
、

地
域
住
民
と
共
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
だ
。

　
こ
の
際
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
付

け
、集
約
し
て
取
り
組
む
新
し

い
課
を
つ
く
る
と
き
が
来
た

と
思
う
が
、町
長
の
考
え
は
。

全
庁
的
チ
ー
ム
で

　
　
　
　
　
　こ
の
10
年
間

に
町
全
体
で
２
３
７
世
帯
、

９
４
２
人
減
り
、市
街
地
の

中
で
も
高
齢
化
率
50
％
を
超

え
た
地
区
も
あ
る
。

　中
山
間
対
策
は
、多
岐
に

わ
た
る
諸
課
題
が
あ
り
、全

庁
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

　課
の
新
設
は
今
後
庁
内
で

慎
重
に
検
討
す
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
の
推
進
を

　
　
都
会
で
長
年
勤
め
た
本

町
出
身
者
の
中
に
は
、
多
様

な
知
識
、
資
格
や
人
脈
な
ど

を
持
っ
た
人
が
い
る
。
こ
う

い
う
人
た
ち
が
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
く
れ
れ
ば
、
地
域
課
題
解

決
の
大
き
な
力
に
な
る
。

　
今
後
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進

す
る
考
え
は
な
い
か
。

時
間
を
掛
け
て
練
る

　
　
　
　
　
　出
身
者
の
人

に
ふ
る
さ
と
を
実
感
し
て
も

ら
え
る
機
会
は
、
継
続
し
て

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　Ｕ
タ
ー
ン
者
を
募
る
こ
と

は
大
事
と
思
う
の
で
、
少
し

時
間
を
掛
け
て
練
り
た
い
。

武智龍　議員武智龍　議員武智龍　議員

人材育成

社会教育が機能していないのでは
　  職員のスキルアップと体制を見直す　教育長

問

問

問

　
集
落
存
続

小
田
町
長

小
田
町
長

織
田
教
育
長

一
般
質
問

決
算
認
定
（
３
年
度
）

9億9210万円
12億8847万円
1億625万円
3億4085万円

441万円
27億3208万円

8億6493万円
12億908万円
9952万円

1億6028万円
18万円

23億3399万円

会計名 歳入 歳出
一般会計

特
別
会
計

合　　　計

特別養護老人ホーム
養 護 老 人 ホ ー ム
障 害 者 支 援 施 設
ふるさと市町村圏

山間部には必要なヘリポート（野老山）

広域議会

地域課題に取り組む教育委員会



岩佐恵美さん
集落支援員（佐川町）
岩佐恵美さん
集落支援員（佐川町）

いわ    さ　　え　  みいわ    さ　　え　  み

道家里佳さん
集落支援員（横畠中）
道家里佳さん
集落支援員（横畠中）

どう　  け　  り　　かどう　  け　  り　　か
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
10
人
で
し
た
。

次
の
定
例
会
は
12
月
２
日
開
会
の
予
定
で
す
。

　
大
勢
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
年
ぶ
り
に
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
新
人
議
員
２

人
を
迎
え
、
新
体
制
で
の
初
の
編
集

作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
ー
マ

ン
は
７
回
目
と
な
り
、
今
回
は
同
郷

の
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
若

い
２
人
を
中
心
に
「
山
笑
う
」
よ
う

地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
円
安
、
物
価
高
と
厳
し
い
経
済
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
政
に
対
す

る
皆
さ
ま
の
お
声
を
で
き
る
だ
け
多

く
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
委
員
一
同
一
丸
と
な

っ
て
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

《
箭
野
》

136
号
か
ら
活
発
な
女
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、道
家
里
佳
さ
ん
、岩
佐
恵
美
さ
ん
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
　
　  
　山
笑
ふ
横
畠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
: 

於

136
号
か
ら
活
発
な
女
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、道
家
里
佳
さ
ん
、岩
佐
恵
美
さ
ん
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
　
　  
　山
笑
ふ
横
畠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
: 

於

編

集

・

発

行

責

任

者

議

会

広

報

常

任

委

員

会

議

　
　
長

高

　
橋

　
丈

　
一

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

委
　
　
　
員

委
　
　
　
員

箭

　
野

　
久

　
美

森

　
下

　
安

　
志

小

　
田

　
範

　
博

上

岡

千

世

子

 

小

　
田

　
壮

　
一
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９月定例会９月定例会９月定例会

２Ｐ

６Ｐ

16Ｐ

農業用肥料等高騰対策給付金など

使い道を徹底検証（決算審議）
道路・農林・観光行政など6人が問う（一般質問）

農業用肥料等高騰対策給付金など

使い道を徹底検証（決算審議）
道路・農林・観光行政など6人が問う（一般質問）

令和4年度一般会計補正予算5億9709万円令和4年度一般会計補正予算5億9709万円

議会だより OCHI TOWN議会だより OCHI TOWN

今日の主役は

私たち
 　 9/10（3面参照）

今日の主役は

私たち
 　 9/10（3面参照）

142142

Emi：地元の料理が達者な人が主
になって田舎料理を作り、地域の人に振る
舞う「お食事会」を月1回していただいています。
Rika：宿泊業務はこの夏は繁盛しました。喫
茶店はコロナで臨時閉鎖した時期があり
ましたが、憩いの場になってきている
と思います。コインランドリー
は大変便利と人気です。

活　動

Emi：実家が大好きです。佐川から
車で来るときの景観が気になってます。
とくに道路に落ちている枝とか…。
Rika：山と緑のある越知の空気が大好きで
す。定期的に道づくりなどやっていますが、
高齢化と人口減少で、手が足りなくなっ
て、道がなくなり、景観も悪くなっ
てきました。とても残念に
思っています。

越知の山が大好き

Rika：横畠清水の出身です。県外
でホテルに勤務していました。帰郷後、
支援員になって1年たちました。
Emi：私も清水です。佐川町へ嫁ぎましたが、
運動会やイベントの度に帰ってまして、
お手伝いしていました。10カ月
が経ちました。

私たち同級生

Rika：役員でもある父や前任者と
も話をしています。継続できるもの、不
要なもの、手を広げるのかなど、年内にき
ちんと話し合いたいと考えています。
Emi：料理はあまり得意でないため、自宅
で練習し喫茶店で披露するというかた
ちです。ふれあいの場になり続け
ていきたいと思っています。

自立運営に向けて


